
 

横田基地へのＣＶ－２２オスプレイの配備について（要請） 

 

本年１０月１日に５機のＣＶ－２２オスプレイが横田基地に正式配備される。 

本協議会では、４月３日の配備計画発表以降、国や在日米軍に対し、迅速かつ

正確な情報提供を行うなど、十分な説明責任を果たすことや、配備に当たっては、

夜間等の飛行訓練を行わないことなどを複数回に渡って要請してきた。 

しかしながら、配備前にも関わらず、５機のＣＶ－２２オスプレイが横田基地

に長期間留まり、事前の情報提供もなく飛行を繰り返すなど、基地周辺住民のＣ

Ｖ－２２オスプレイに対する不安は解消されたとは言えない状況にある。 

ついては、１０月１日の正式配備を間近に控え、これまでの本協議会の要請や

既存の日米合同委員会合意を遵守することはもとより、以下のことについて改め

て要請する。 

 

記 

 

１ 配備後も、ＣＶ－２２オスプレイの訓練等の情報や機体の安全性に関する情

報について、迅速かつ正確に情報提供すること。 

 

２ 安全対策を徹底するとともに、騒音など基地周辺住民の生活環境への影響を

最小限にとどめること。また、運用に関する地元自治体からの要請等に対して

真摯に対応すること。 
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